
赤石雅弘先生は, 平成23年３月31日をもって本学を定年退職されました。

先生は, 昭和41年３月神戸大学経営学部をご卒業, 同年４月神戸大学大学院

経営学研究科にご進学, 昭和43年３月に大学院修士課程を修了後すぐに名古

屋学院大学経済学部に助手として着任されました。

その後, 昭和46年４月専任講師, 昭和48年４月山口大学経済学部専任講師,

同年11月助教授, 昭和56年８月教授を経て, 昭和58年４月に甲南大学経営学

部に教授として着任され, それ以来28年間にわたり, 研究, 教育および大学

行政にわたってご活躍され, 本学ならびに学界の発展に大きく貢献されまし

た。

先生は, 研究者として, 経営財務にかかわる諸問題を米国流の近代財務論

の観点から理論的に考察することで一貫しておられます。経営財務論は, こ

の50年間, 近代経済学的なアプローチを援用することにより, それ以前の制

度的・手続的な記述に留まっていたものが, すぐれて理論的・分析的なもの

へと進化をとげることにより, 劇的に発展してきています｡ 先生の研究成果

の多くは, このような新しい財務理論の動きにいち早く注目し, それらの諸

理論を批判的に吟味・検討することにより, 経営財務研究におけるその位置

付けを明らかにすることに傾注されています。すなわち, 先生は, わが国に

おける「近代財務論」の成立に草創期から関わり, 経営財務論の礎となるご

研究『資産選択, 資本市場および財務決定の基礎理論』を中心として, ご研

究成果を数多く公刊されました。

このような研究成果は学会でも高い評価を得ておられ, 10年以上の長きに

わたって日本経営財務研究学会評議員および日本財務管理学会理事を, また,

平成19年から平成22年まで日本経営財務研究学会副会長をそれぞれ歴任され,
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文字通りキーパーソンとして学会の発展にも寄与されました。

教育面では, 学部において経営財務論, 演習, 基礎演習等を, また, 大学

院社会科学研究科経営学専攻において経営財務論特論, 経営財務論特殊講義,

経営財務論特殊研究, 演習等をご担当されました。これらの授業およびゼミ

ナールを通じて人材育成にご尽力され, ゼミナール卒業生は約500名にもの

ぼり, 有為な人材を多数社会に送り出されました。

大学行政面では, 経営学部長, 大学院社会科学研究科経営学専攻主任, 甲

南大学学生相談室長, カウンセリングセンター所長, 甲南大学評議員, 甲南

学園常任理事等の要職をご歴任なさり, 本学の発展・拡充に名実ともに貢献

されました。

先生は定年退職で本学を去られたわけですが, 大学および大学院のあり方

が改めて問われ, 社会のニーズを満たすような実効性ある研究教育の場でな

ければならないだけに, 先生のお教えがこれからもさらに必要なときとなっ

ています。先生の温厚で誠実なお人柄から生み出される一言一言の有難さを

痛感している次第です。

私どもは, 先生のご退職に際し, 本学および学会へのご業績に敬意を表し,

また, 心からの感謝の意を込めまして, ここに本論文集をささげたいと存じ

ます。

赤石雅弘先生のますますのご健康とご多幸を心からお祈り申し上げます。

甲南大学経営学部長

甲南大学経営学会長
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